
ニホンジカ (Cervus nippon)

全国分布メッシュ比較図

北海道、本州、四国、九州に分布。北
海道産をエゾシカ、対馬産をツシマジ
カ、屋久島産をヤクシカなど、いくつ
かの亜種に分けることがある。

自然環境保全基礎調査
哺乳類分布調査  生息メッシュ数

出典：環境省生物多様性センター

1978年のみ生息(292)

2003年のみ生息(3,416)

1978年および2003年生息(3,928)

■
シ
カ
被
害
の
現
状
と
影
響

　

シ
カ
に
よ
る
直
接
的
な
森
林
被
害
は
、
枝

葉
採
食
害
と
樹
皮
の
剥
皮
害
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
採
食
害
は
葉
や
枝
が
食
べ
ら
れ
る
も
の

で
、
被
害
を
受
け
た
樹
木
の
生
長
は
著
し
く

阻
害
さ
れ
ま
す
。
樹
皮
剥
皮
害
は
さ
ら
に
樹

皮
採
食
害
と
角
こ
す
り
害
に
分
け
ら
れ
、
被

害
を
受
け
た
樹
木
は
枯
死
や
材
質
劣
化
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
こ
10
年
間
の
シ
カ
に
よ
る
森
林
の
被
害

面
積
は
３
０
０
０
〜
４
６
０
0
ha
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

　野生鳥獣による森林被害面積は全国で年間約５〜７０００haで推移して
おり、このうち約６割がシカによる枝葉や樹皮への食害による被害です。
とくに近年、野生鳥獣の生息域の拡大等を背景に、新たな地域で被害が発
生する傾向にあります。

　

一
方
、
シ
カ
の
生
息
分
布
は
昭
和
53
年
か

ら
平
成
15
年
ま
で
の
25
年
間
で
約
１
・
７
倍

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
シ
カ
の
個
体
数
の
増
加
と
生
息
域

の
拡
大
に
よ
り
、
苗
木
の
食
害
や
立
木
の
皮

剥
ぎ
な
ど
に
よ
る
林
業
被
害
だ
け
で
な
く
、

下
層
植
生
の
消
滅
や
土
壌
の
浸
食
、
植
生
の

単
純
化（
シ
カ
の
食
害
を
受
け
な
い
ア
セ
ビ

や
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
等
の
忌
避
植
物
だ
け
の
植

生
に
な
る
）な
ど
の
現
象
が
全
国
的
に
見
ら

れ
、
森
林
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
カ
の
個
体
数
が
著
し
く
増
加
し

高
い
生
息
密
度
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
森
林
に

お
い
て
は
、
再
造
林
や
間
伐
を
実
施
し
た
と

シカ被害の現状と対策
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名  域　地名局理管林森
北海道  ①北海道全域
関東  ②塩那・日光、⑨富士山
中部  ③南アルプス、④八ヶ岳、⑤美ヶ原、⑩霧ヶ峰、⑪浅間
四国  ⑥四国山地緑の回廊（剣山地区）
九州  ⑦九州中央山地　⑧屋久島

　注：①～⑧が平成21年度から実施している地域、⑨～⑪が平成22年度の新規地域。

国有林における鳥獣被害対策のモデル地域

　中部森林管理局管内の南アルプス地
域では、南信森林管理署が長野県や関
係市町村、大学等と共同で「南アルプス
食害対策協議会」を設立し、ニホンジカ
の生息状況調査、高山植物の保護のた
めの防護柵設置、公開シンポジウムの
開催、国有林職員によるくくりワナ設置
等を行っています。

■
地
域
の
関
係
施
策
と
連
携
し
た

総
合
的
な
対
策
に
向
け
て

　

シ
カ
被
害
の
対
策
は
、
食
害
に
よ
る
下
層

植
生
や
伐
採
跡
地
の
後
継
樹
の
消
失
、
土
壌

の
流
出
等
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
や

森
林
生
態
系
の
損
失
等
を
森
林
被
害
と
し

て
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
上
で
、
林
野
庁
と
し
て
も
鳥
獣
被
害
防
止

特
別
措
置
法
に
基
づ
い
た
市
町
村
の
被
害
防

止
計
画
へ
の
支
援
や
国
自
ら
の
対
策
の
実
施

等
、
地
域
の
関
係
施
策
と
連
携
し
、
よ
り
効

果
的
・
効
率
的
な
被
害
の
軽
減
に
取
り
組
む

国 有 林 で の シ カ 対 策

くくりワナを設置する職員地域連携による防護柵の設置風景

シカによる森林の被害状況（大鹿村大河原国有林）

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
国
有
林
で
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
、
５
森
林
管
理
局
８
地
域（
平
成
22
年

度
は
５
局
11
地
域
）に
お
い
て
、
モ
デ
ル
的

に
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
天
然
林
を
対
象
に
樹

木
の
被
食
状
況
や
そ
れ
ら
が
天
然
更
新
等
に

与
え
る
環
境
影
響
調
査
、
②
生
息
数
や
越
冬

地
へ
の
移
動
経
路
の
把
握
、
③
囲
い
ワ
ナ
や

く
く
り
ワ
ナ
を
利
用
し
た
シ
カ
の
個
体
数
調

整
、
④
生
体
捕
獲
に
よ
る
食
肉
の
有
効
利
用

な
ど
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
自
治
体

や
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。

し
て
も
確
実
な
更
新
や
下
層
植
生
の
回
復
を

図
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
表
土
の

流
出
を
誘
発
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
度
重
な
る
食
害
は
、
森
林
所
有
者
の
林

業
経
営
意
欲
を
消
失
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
水
源
か
ん
養
機
能
を
低

下
さ
せ
る
よ
う
な
弊
害
ま
で
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

シ
カ
の
生
息
域
は
南
ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め

と
す
る
高
山
帯
に
も
拡
大
し
て
お
り
、
食
害

は
、
高
山
植
物
を
消
滅
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
キ

チ
ョ
ウ
や
ミ
ヤ
マ
セ
セ
リ
な
ど
の
蝶
類
な
ど

の
個
体
数
減
少
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
や
土
壌
流
出
な
ど

に
よ
る
新
た
な
シ
カ
被
害
の
問
題
も
顕
在
化

し
て
い
ま
す
。
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